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人

物

表

〉

 

木
原 

春
人 

（
４
０
） 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
殲
滅
戦
線
総
隊
長 

東
堂 
修 

（
３
６
） 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
殲
滅
戦
線
総
隊
長
補
佐 

淀
川 

千
鶴 
（
２
０
） 

コ
ン
ビ
ニ
店
員
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１
． 

ハ
ラ
ス
メ
ン
タ
ー
・
デ
ス
マ
ッ
チ
会
場
（
夜
） 

プ
ロ
レ
ス
の
リ
ン
グ
の
よ
う
な
場
所
。
四
方
に
は
観
客
席
。 

リ
ン
グ
の
上
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
タ―

A

が
倒
れ
て
い
る
。 

向
か
い
合
う
ハ
ラ
ス
メ
ン
タ―

B

、
身
体
を
ふ
ら
つ
か
せ
、 

力
な
く
倒
れ
る
。 

歓
声
。 

 

２
． 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
殲
滅
戦
線
本
部
・
会
議
室 

机
と
椅
子
が
円
形
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
座
っ
て
い
る
の
は

２
０
人
ほ
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
殲
滅
戦
線
幹
部
た
ち
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ―

か
ら
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
像
が
映
し
出
さ
れ

て
い
る
。
映
っ
て
い
る
の
は
柱
１
と
同
じ
光
景
。 

ハ
ラ
ス
メ
ン
タ―
殲
滅
戦
線
総
隊
長
補
佐
・
東
堂
修
（
３
６
）

が
リ
モ
コ
ン
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
映
像
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
タ

ー
B

が
倒
れ
た
シ
ー
ン
で
一
時
停
止
さ
れ
る
。 

東
堂 

「
え
ー
、
以
上
の
よ
う
に
」 

東
堂
、
机
に
リ
モ
コ
ン
を
置
い
て
、
威
厳
の
あ
る
目
を
前
に

向
け
る
。 

東
堂 

「
前
回
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
タ―

・
デ
ス
マ
ッ
チ
を
最
後
に
、
地
上
に
生

息
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
タ―

こ
と
糞
ど
も
の
絶
滅
が
完
了
し
ま
し
た
」 

ざ
わ
め
き
。 

東
堂
、
誇
ら
し
げ
な
表
情
。 

東
堂 

「
我
々
の
掲
げ
る
第
一
目
標
は
見
事
完
遂
し
た
の
で
す
」 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
殲
滅
戦
線
総
隊
長
・
木
原
春
人
（
４
０
）、
苦

々
し
げ
な
表
情
で
震
え
て
い
る
。 

木
原
、
絞
り
出
す
よ
う
に
、 

木
原 

「
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
」 

東
堂 

「
総
隊
長
？
」 

木
原
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
、 

木
原 

「
探
せ
。
ま
だ
い
る
は
ず
だ
」 

東
堂
、
困
惑
気
味
に
、 

東
堂 

「
で
す
が
、
調
査
部
隊
の
報
告
で
は…

…

」 

机
に
拳
を
叩
き
付
け
る
。 

全
員
、
ビ
ク
リ
と
す
る
。 
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木
原 

「
奴
ら
が
そ
ん
な
簡
単
に
い
な
く
な
る
は
ず
が
な
い
だ
ろ
う
！ 

も

っ
と
よ
く
探
せ
ェ
っ
！
」 

 
３
． 

オ
フ
ィ
ス
街
・
通
り
（
昼
） 

高
層
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
並
ぶ
広
い
通
り
。 

木
原
、
周
囲
に
血
走
っ
た
眼
を
向
け
て
歩
い
て
い
る
。 

や
が
て
ビ
ル
の
一
階
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
に
向
か
っ
て
い
く
。 

入
店
。 

 

４
． 

コ
ン
ビ
ニ
・
店
内
（
昼
） 

客
数
は
ま
ば
ら
。 

木
原
、
飲
み
物
の
コ
ー
ナ
ー
に
向
か
う
。 

ジ
ュ
ー
ス
を
手
に
取
る
と
、 

店
員
の
声
「
ち
ょ
っ
と
、
ま
た
間
違
っ
て
た
よ
」 

木
原
、
声
の
し
た
方
に
顔
を
向
け
る
。 

女
性
店
員
の
淀
川
千
鶴
（
２
０
）
が
別
の
店
員
を
軽
く
注
意

し
て
い
る
。 

木
原
、
嬉
し
そ
う
な
満
面
の
笑
み
。 

 

５
． 

オ
フ
ィ
ス
街
・
通
り
（
夜
） 

退
勤
し
た
千
鶴
が
外
に
出
て
く
る
。 

物
陰
か
ら
、
木
原
他
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
殲
滅
戦
線
の
隊
員
た

ち
が
出
て
く
る
。 

中
央
の
木
原
以
外
、
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
拳
に
🚫
マ
ー
ク
が

描
か
れ
た
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
員
鉄
パ
イ
プ

な
ど
の
凶
器
を
持
っ
て
い
る
。 

千
鶴
、
ギ
ョ
ッ
と
し
て
立
ち
止
ま
る
。 

木
原
、
凶
悪
に
笑
っ
て
千
鶴
に
指
を
さ
し
、 

木
原 

「
お
前
は
糞
だ
」 

千
鶴 

「
え
？
」 木

原
、
周
囲
の
隊
員
た
ち
に
向
け
て
、 

木
原 

「
こ
の
女
が
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
タ
ー
の
生
き
残
り
だ
。
捕
ら
え

ろ
」 

隊
員
た
ち
が
動
き
出
す
。 
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千
鶴
の
悲
鳴
。 

 

６
． 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
殲
滅
戦
線
本
部
・
尋
問
室
（
夜
） 

四
方
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
っ
ぱ
な
し
の
壁
。 

真
ん
中
に
、
椅
子
に
拘
束
さ
れ
た
千
鶴
。
力
な
く
項
垂
れ
て

お
り
、
顔
は
殴
ら
れ
た
後
の
よ
う
で
腫
れ
て
い
る
。 

周
囲
に
は
木
原
と
、
数
人
の
隊
員
た
ち
。 

木
原 
「
よ
う
や
く
吐
い
た
か
、
し
ぶ
と
か
っ
た
な
」 

木
原
、
興
奮
し
た
表
情
で
ナ
イ
フ
を
取
り
出
し
、 

木
原 

「
と
ど
め
は
私
が
さ
す
。
文
句
は
な
い
な
？
」 

ざ
わ
つ
く
も
、
誰
も
何
も
言
え
な
い
様
子
。 

扉
が
勢
い
よ
く
開
か
れ
、
東
堂
が
飛
び
込
ん
で
く
る
。 

木
原 

「
お
や
総
隊
長
補
佐
、
遅
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
」 

東
堂
、
木
原
を
睨
み
つ
け
る
。 

東
堂 

「
白
々
し
い
。
敢
え
て
私
の
耳
に
何
も
入
ら
ぬ
よ
う
事
を
進
め
た
の

で
し
ょ
う
？
」 

木
原 

「
言
い
が
か
り
は
よ
せ
、
被
害
妄
想
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
タ
ー
の
始
ま
り

だ
ぞ
」 東

堂
、
納
得
い
か
な
い
様
子
だ
が
、
一
旦
言
葉
を
飲
み
込
み
、 

千
鶴
を
指
し
示
し
て
、 

東
堂 

「
そ
れ
よ
り
、
彼
女
は
本
当
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
タ
ー
な
の
で
す
か
？
」 

木
原 

「
私
を
疑
う
の
か
？ 

き
ち
ん
と
本
人
の
自
白
を
引
き
出
し
た
ぞ
」 

木
原
、
千
鶴
を
顎
で
し
ゃ
く
る
。 

東
堂 

「
こ
ん
な
拷
問
ま
が
い
の
尋
問
で
引
き
出
し
た
自
白
が
有
効
だ
と
で

も
？
」 

木
原 

「
さ
あ
？ 

我
々
は
別
に
法
律
家
で
は
な
い
の
で
な
」 

木
原
、
ナ
イ
フ
を
持
っ
た
手
を
振
り
上
げ
る
。 

木
原 

｢

も
う
い
い
か
？｣

 

東
堂 

｢

待
て｣

 

東
堂
が
木
原
の
手
を
掴
む
。 

木
原
、
東
堂
を
鬱
陶
し
そ
う
に
睨
む
。 

木
原 

｢

何
だ｣

 

東
堂 

｢

仮
に
彼
女
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
タ
ー
だ
と
し
て
も
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
タ
ー

・
デ
ス
マ
ッ
チ
に
参
加
さ
せ
ず
に
殺
す
な
ど
許
さ
れ
な
い｣
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東
堂
の
手
の
力
が
強
く
な
る
。 

東
堂 

｢

あ
れ
は
我
々
の
神
聖
な
儀
式
の
は
ず─

─
｣
 

木
原
が
東
堂
の
手
を
振
り
払
う
。 

そ
し
て
少
し
考
え
こ
み
、
何
か
を
思
い
付
い
た
顔
。 

嫌
ら
し
く
笑
い
、
東
堂
を
指
差
す
。 

東
堂
、
い
ぶ
か
し
げ
に
、 

東
堂 

｢

何
で
す
？｣

 

木
原 

｢
ロ
ジ
ハ
ラ
だ｣

 

ざ
わ
め
き
。 

東
堂 

｢

な…
…
｣
 東

堂
、
驚
い
て
後
退
る
。 

東
堂 

｢

馬
鹿
な｣

 木
原
、
東
堂
を
指
差
し
た
ま
ま
嬉
し
そ
う
に
、 

木
原 

｢

ツ
ー
ア
ウ
ト｣

 

東
堂 

｢

は
？｣

 

木
原 

｢

今
馬
鹿
と
言
っ
た
な｣

 

東
堂 

｢

い
や｣

 

木
原 

｢

モ
ラ
ハ
ラ
だ｣

 

ざ
わ
め
き
が
強
く
な
る
。 

隊
員
た
ち
は
皆
顔
を
見
合
わ
せ
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
分
か

ら
ず
困
っ
て
い
る
様
子
。 

東
堂
、
顔
を
ひ
き
つ
ら
せ
て
、 

東
堂 

｢

こ
、
こ
、
こ
ん
な
言
い
分
が
通
る
わ
け…

…
｣
 

木
原
、
さ
ら
に
笑
み
を
深
め
る
。 

木
原 

｢

ス
リ
ー
ア
ウ
ト｣

 

東
堂 

｢

え
？｣
 

木
原 
｢

今
オ
ド
オ
ド
し
た
な
？｣

 

東
堂 

｢

は
？｣

 

木
原 

｢

オ
ド
ハ
ラ
だ｣

 

東
堂
、
ギ
ョ
ッ
と
し
て
、 

東
堂 

｢

さ
す
が
に
聞
い
た
こ
と
な
い
ぞ｣

 

そ
こ
で
東
堂
、
ふ
と
思
い
付
い
た
よ
う
な
顔
。 

木
原
を
指
差
し
、 

東
堂 

｢

パ
ワ
ハ
ラ
だ
！｣
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木
原
、
余
裕
の
笑
み
。 

胸
の
前
で
両
腕
を
交
差
さ
せ
て×

を
作
り
、 

木
原 

｢

は
い
バ
リ
ア｣

 

東
堂 

｢

小
学
生
か
ア
ン
タ｣

 

 
×
 
×
 
×

 

東
堂
、
う
ず
く
ま
り
、
隊
員
た
ち
か
ら
リ
ン
チ
を
浮
け
て
い

る
。 

木
原
、
楽
し
げ
に
哄
笑
し
て
い
る
。 

木
原 

｢

喜
べ
、
総
隊
長
補
佐
。
こ
れ
で
君
の
大
好
き
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
タ
ー

・
デ
ス
マ
ッ
チ
が
で
き
る
ぞ｣

 
再
び
哄
笑
。 

部
下
た
ち
を
仰
ぎ
、 

木
原 

｢

さ
あ
、
こ
れ
で
分
か
っ
た
ろ
う
？ 

糞
ど
も
は
ど
こ
に
で
も
紛
れ

て
い
る｣

 

両
手
を
振
り
上
げ
、 

木
原 

「
ど
ん
ど
ん
捕
ま
え
ろ
。
毎
月
１
０
０
人
捕
獲
が
ノ
ル
マ
だ
。
達
成

で
き
な
か
っ
た
者
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
タ
ー
同
然
と
し
て
扱
う｣

 

 
 

 
 

 
 

 

終 

 


